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小梅小の良さが、心に残る運動会に繋がった  

校長 荒井 令子 

 運動会実施にあたって週間天気予報にひやひやさせられましたが、心配していた雨も最後まで降

らず、全プログラムを実施することができました。地域・保護者の皆様には、子供たちの演技や競

技に対する応援とともに、様々な面で御理解と御協力をいただき、誠に有り難うございました。 

 運動会は全校児童・保護者・地域の方々が一堂に会する大切な学校行事ととらえ、力を入れて取

り組んできました。そして、本校の教育活動を知っていただく絶好の機会と思っております。今年

も、運動会後にたくさんアンケートをお寄せいただきました。子供たちの頑張りや成長に感動し、

その思いをお寄せいただいたと理解しております。 

子供たちが良い 

・子供たちが率先して様々な役割をこなし、自分たちで運動会を創り上げているという感じがしました。 

・競技中の真剣な顔、見ているときの笑顔、友達同士仲良くしている姿に小梅小の良さを感じました。 

・一生懸命に競技に取り組んで、応援して勝って喜んだり、悔しがったり、素直さが感じられました。 

・赤組も白組も自分たちの学年以外の競技においてもいつも声を出し、皆で応援し合い素晴らしい雰囲気でした。 

・自分たちの演技種目以外の時も、応援席から元気一杯踊る様子に皆で運動会を盛り上げようとする一体感があり

ました。 

保護者が良い 

・自転車の整理やパトロールをしてくれたPTA本部・おやじの会の皆様有り難うございました。 

・セキュリティーの面では、PTA 本部・おやじの会の皆様が、入り口でネームプレートを確認、そして徹底されて

いたので安心しました。 

・観覧スペースには限りがありますが、保護者も場所を譲り合い、流動的に観覧していて良かったです。 

そして運動会が成長の場にもなる 

・学年が上がるごとに、競技の完成度も高く、このように子供たちが成長していくことを感じられ来年の運動会が

楽しみです。 

・昨年度、短距離走４位。今年はゴールテープを切る姿が見られて良かったです。「僕は走るのが遅いから。」とい

つも言っていた息子が、今回のことで自信がついたようで、「今度はマラソン大会も練習して頑張るね。」と言っ

てくれて嬉しかったです。 

・息子の騎馬は決して強そうではありませんが、懸命に作戦を練り、あきらめずに勝利をつかみました。成功体験

が本人の自信となり後々の人生にも生きていくと思いました。 

 

保護者の皆様から頂いたアンケートから、本校の良さに気付くとともに、共感できるところは更

なる充実を目指して、御意見のあった活動は改善をしつつ、共に小梅小学校を創り上げて参ります。 

次は、展覧会です。子供たちの作品から、豊かな表現力を御期待下さい。 

平成３０年１０月３１日 

 

発行 墨田区立小梅小学校 

校長  荒井 令子 

 

 
教育目標  ○思いやりのある子  ○深く考える子  ○たくましい子 



 

家庭数配布 

 運動会 

体育主任 島村 晃  

 保護者や地域の方々に見守られ、１０月１３日（土）に運動会を開催することができました。大きな事故

やけががなく運動会を実施することができたのが何よりです。 

競技プログラムによって当該学年の保護者の方に配慮し、立ち位置の前後を入れ替えて参観していただい

ていることを伺いました。年々、児童数が増え、参観者が増えていく中で、決して十分な広さではない観覧

場所を譲り合って参観していただくマナーを大変ありがたく思います。小梅小学校の一体感ある運動会の雰

囲気は、温かく見守り、御声援を送っていただける参観者の皆様も含めて、つくりあげているのだなと感じ

ます。 

運動会に向けて、子供たちには「一生懸命に、楽しんでやろう」 

と声を掛けていました。当日の子供たちの一生懸命な姿と楽しく 

取り組む姿には、心にぐっとくる場面が多かったです。運動会は、 

時間をかけて練習し、たくさんの方に参観していただくため、そ 

の分、子供たちの達成感も大きい学校行事だと改めて実感いたし 

ます。子供たちの頑張りを温かく見守り、たくさんの御協力と御 

声援をいただきましてありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月の生活目標  感謝の気持ちを育てよう              
生活指導主任 山口 勝代  

 私たちは、家の人・地域の人・学校の先生や管理員さん・友達など多くの人とかかわり合いながら、支え合

いながら生活しています。他の人とかかわることで、優しい気持ちに触れたり、励まされたりと、心がどんど

ん成長していきます。日々の学校生活の中で、友だちと一緒に生活できる喜びを感じ、素敵な出会いに感謝し、

一日一日を大切に生活してほしいと思います。 

 

社会科見学（中央防波堤廃棄物処理場・そなエリア・中央清掃工場） 

４年担任 関口 喜樹  

 ４年生は１０月２２日（月）社会科見学に行きました。当日は気持ちの良い秋晴れで、子供たちは張り切

って見学に臨むことができました。バスの車窓から見える町の様子も学習です。「どうしてトラックが多い

のだろう。どうして、運送会社が海の近くに多いのだろう。」と、たくさんの問いが生まれました。 

 中央防波堤廃棄物処理場では、埋め立て地の様子を見学しました。「埋め立て地に埋められるゴミの量に

は限りがある。５０年先の未来を考えて、ゴミを減らす努力を 

することが大事。」と学びを深めていました。そなエリアでは、 

「７２時間無事に生き残るためには、どう行動したらよいか。」 

というミッションを受け、タブレットを持って大地震が起こった 

後の町の様子を調べました。リアルな町の様子に驚きながらも、 

防災マップ作りの学習したことを生かし意欲的に学習していまし 

た。中央清掃工場では、２４時間休みなくゴミの処理をしている 

様子に驚いていました。盛りだくさんの見学で、子供たちもとて 

も満足していました。 
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初めての運動会 元気いっぱい頑張りました。 

小学校生活最後の運動会。５９名心を合わせて。 水の流れのはたらきについて調べました。 

「元気にかっこよく」をテーマに あしびなを踊りました。 

スーパー見学に行きました。 みんなで楽しく踊った、青春Dancing！ 


